
　う気持ちがもてるような、お手伝いのできる子になる。

　ていけるようにする。

Ⅰ期（４〜５月）
・新しい環境のなか、進級したクラスに期待と
　不安をもちつつ、ゆっくり順応していく。
・進入園児は、戸惑いながらも集団生活に慣れ
　ていく。

　とする。
・自分でできることは自分でしようとする。
・友達との関わりをもつことを楽しむ。

・一日の生活リズムを知り、身の回りのことは
　自分でしようとする。
・保育者や友達との関わりのなかで、自分の思
　いを言葉で伝えるようにする。

　れる喜びを感じる。
・生活の見通しがもちやすいように環境を整え
　る。
・子ども一人ひとりの特徴や生活ペースを知り
　それに合わせて援助を行う。

・生活リズムがスムーズにいくように、環境を
　整える。
・子ども一人ひとりの特徴や発達を据えて援助
　する。
・新しい生活や環境のなかでの子どもの姿を、
　送迎時の対話や、必要に応じて電話などで保
　護者伝え、信頼関係を作っていく。

・保護者が安心して園児を園に送り出せるよう
　送迎の際に一人ひとりの園での様子を詳しく
　伝えたり、おたよりなどで園での様子が分か
　るようにしたりする。
・保護者の不安をぬぐえるよう、悩みは早めに
　聞いて、共に解決できるように援助する。
入園式・体重測定・内科検診・誕生会。避難訓
練・歯科検診・マット教室・親子ふれあい遠足・
身体測定

つり会・卒園式

令和８年度　　　年間計画　　　３歳児　　　さくらぐみ

年間計画

・当番活動などを通じて、積極的に自分でなにかをしようとい

食育の
年間目標

・野菜の収穫活動を経験して生育状況や世話の大変さを知

　り、食べ物を大切にすることの大事さを知る。

・保護者との関わりを大切にし、安心して友達へと気持ちを向け ・好き嫌いを減らす。

　憧れや、０，１，２歳児への思いやりの気持 　も増えてくる。 　積極的に取り組もうとする。

　とやり遂げるため自主的に行動する。
・異年齢児との関わりも増え、４，５歳児への ・自己主張が強くなり、友達とのトラブルなど ・進級することを意識して、いろいろなことに

Ⅱ期（６〜８月） Ⅲ期（９〜12月） Ⅳ期（１〜３月）

子どもの姿

・生活リズムにも慣れ、自分から見通しをもっ ・生活リズムが身につき、次にすることも考え ・発表会に向けて、クラスのみんなで一つのこ
　た行動ができるようにする。 　ながら行動できるようになる。

　実感を味わう経験を積む。
　りしていく。 ・友達の思いが自分と異なることを受けとめら ・話をすること、聞くことの重要性を感じてい

・仲間と一つのことをやり遂げる楽しさを知 ・友達とのトラブルを、自分たちで解決しよう
・夏の遊びを中心にした生活を楽しむ。

ね
ら
い

・遊びのなかで危険に気づいて安全にできるよ ・新しいことに挑戦する楽しさ、難しさなどを ・自分たちの目標に向かって、大変さや充
　う工夫したり、ルールを守る重要性を知った 　少しずつ感じていく。

　ちをもつようになる。

・友達と一緒に遊びを広げていく楽しさを知る 　れるようになっていく。

　切さやたいへんさを経験し、最後に達成感を
　ちをもつ。 ・季節の移り変わりを、戸外での遊びや散歩な 　味わう。

　く。

内
容

・自分でできることは自ら行い、当番活動など ・自分の思いを通すことで、相手がどんな気持 ・発表会に向けて、みんなで協力することの大
　で新しいことにも挑戦してみようとする気持 　ちになるか考えるようになっていく。

・5歳児が育てている野菜の生育に興味をもつ。
・水分や十分な休息をとり、体調の変化などに ・新しいことに挑戦しようと思えるように、環 ・自分たちでできることに自信をもって取り組

　がら言葉で伝えたり行動したりできるように
・水遊びなどを楽しむなかで、危険にも気づき 　る。 　なる。
　ルールを守る大事さに気づく。 ・秋の収穫活動で、たくさんの野菜などを得ら ・クラスのまとまりを感じて喜ぶ。

・進級に向けて安心して過ごしていけるように
　る。

　たり必要に応じて援助したりする。

　留意する。 　境を整えて見守る。 　み、認めてもらう喜びを感じられるようにす

・友達との関わりを深め、相手の思いも考えな

　心身ともに落ち着ける環境作りに配慮する。

　りして、相手の思いもわかっていく。 ・園外活動でのルールを守ることの大切さを知

・かぜなどがはやる時期なので十分に留意し、
　慮する。 　自分でできるように衣類の準備を家庭にお願 　体調管理をしっかりと行う。
・水遊びの安全環境作り（職員配置も含めて）

　夫していく過程をしっかり見守り、援助する。
・家庭での体調管理もお願いする。 ・子どもたち同士の関わり方や、自分たちで工

・熱中症対策として必要なことを行い、環境も 　有する。 ・子どもたちに1年間の成長を伝え、認めて進級

　する。 ・1年間を振り返りながら保護者とともに成長を
　には、常に留意する。 ・感染症について、園内、家庭ともに情報を共 　喜び、来年度へ向けて期待を広げていく。

　

　

　

・生活や遊びの中での教育的効果を伝え、保育
　成長を伝え、園生活を楽しめるようになって 　すく伝え、今行ってることが子供たちの成長 　教諭等がどのようなねらいを持って園児たち

　整える。 ・手洗い、うがいの習慣づけを徹底する。 　する自覚をもてるようにする。

　きたことを共に喜ぶ。 　と、どのように関係しているのかを理解して 　とかかわっているかをわかりやすく伝える。

教育

教育時間
を除いた
時間

子ども・子育ての支
援（保護者支援）

・入園、進級からこれまでの園児たちの心身の ・行事への取り組みの様子やねらいをわかりや

・遊びを広げるために友達と話したり行動した 　どで感じる。

　からもサポートしてもらえるようにする。

援助と環境構成

・水分補給、休息、温度、湿度などに十分に配 ・季節の移り変わりに伴い、衣服の調節などを

・友達との関わりが進展していくよう、見守っ ・お手伝いしたい気持ちを大事にする。

あそび・誕生会・避難訓練・たなばた・身体測 保育・体重測定・町民文化祭・内科検診・ミニ 撮影・おひなまつり発表会・体重測定・ひなま

・夜店遊びへの参加を呼びかけ、園児と一緒に
　楽しむ中で、園への親しみを感じてもらう。

行事
定・夜店あそび・すいか割り・プール参観 二マラソン大会・もちつき・クリスマス会

　もらう。その上で、子どもたちも活動を家庭

保育参観・保育懇談会・交通安全教室・マット マット教室・町民スポーツ大会・保育所合同運 交通安全教室・映画会・誕生会・マット教室・
教室・体重測定・人形劇・プール開き・プール 動会・避難訓練・誕生会・身体測定・秋の園外 身体測定・誕生会・避難訓練・節分・修了記念

　るように援助していく。

　そのことが進級へとつながっていることを伝
　え、進級に対する保護者の不安が期待に変わ




